
概 要
インテル IT 部門がクラウド・インフラストラクチャーの構築とクラウドサービスの提供を行う
際、1つの目標にしているのは、クラウドサービスを利用できるデバイスの種類をできる限り増
やすことです。インテル IT部門は、クラウド・コンピューティングへの取り組みにBring-Your-

Own-Device（社員が所有する機器の利用）構想を統合し、より多くのビジネス価値を創出し
ていきます。 
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インテル IT 部門は、導入方法を明確に定め
て ITのコンシューマー化に正面から対応す
ることで、セキュリティーが不十分なパーソ
ナル機器が管理されないまま使用されるの
を防ぎ、企業のセキュリティーを改善できる
と、数年前の時点で判断しました。以来、こ
の認識に基づき、スマートフォン、タブレット、
PCなど、社員が所有する機器をエンタープ
ライズ環境へ統合する取り組みを積極的に
進めてきました。

一方で、インテルのエンタープライズ・プライ
ベート・クラウドの構築も進んでいます。現在、
インテルの企業内サービスの 80%は、この
クラウド環境を通じて提供されています。今
後は、ハイブリッド・クラウドと呼ばれる、プラ
イベート・クラウド・ベースのサービスとパブ
リック・クラウド・ベースのサービスを組み合
わせた環境の使用を増やしていく予定です。

現在、インテル IT 部門は、クラウドとクラ
イアント間の双方向認識を実現するため
の基盤となる機能の導入を進めています。
インテルの通信インフラストラクチャー、サー
ビス・デリバリー・モデル、アプリケーション
開発プロセスを、クライアント認識型クラウド
とクラウド認識型クライアントをサポートする
ように修正しています。

•  さまざまな機器に対するクラウドベースの
サービスの提供、管理および保護のため
に、インテルの情報セキュリティー・モデ
ル、モバイル機器管理プラクティス、およ
びパーソナル・ワークスペース・ポータビリ
ティー機能を大幅に修正しました。

•  生産性の向上と最適なユーザー体験を実
現するデバイス選びに役立つように、デバ
イスの機能とサービスに関する情報を社員
に提供しています。

•  既存のエンタープライズ・データおよびア
プリケーション機能を組み合わせ、そこに
新しい機能を迅速に統合できるようにす
る、データおよびアプリケーション仮想化フ
レームワークの導入を進めています。

インテル IT 部門は、クライアント機器とクラ
ウドの独自の強みを活かして、デバイスの特
性とユーザーの好みを自動的に判断し、それ
に従ってサービスを調整できるプライベート・
エンタープライズ・クラウドの体系的な構築
に取り組んでいます。
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IT@Intel

IT@Intelは ITプロフェッショナル、マ
ネージャー、エグゼクティブが、インテル
IT 部門のスタッフや数多くの業界 IT
リーダーを通じ、今日の困難な IT 課題
に対して成果を発揮してきたツール、手
法、戦略、ベスト・プラクティスについて
詳しく知るための情報源です。詳細に
ついては、 http ://www.intel .co . jp/
itat intel/ を参照してください。あるい
は御社担当のインテル社員までお問い
合わせください。

背 景

インテルの社員は、個人所有のスマート
フォンやタブレットなどのコンパニオン・デバ
イスを、会社が支給するノートブック PCと
組み合わせて使用したいと考えています。さ
らに、個人所有の Mac*や PCを仕事に使
用することも望んでいます。インテル IT 部
門は、個人所有のデバイスの導入方法を明
確に定めて ITのコンシューマー化に正面か
ら対応することで、セキュリティーが不十分
なパーソナル機器が管理されないまま使用
されるのを防ぎ、企業のセキュリティーの改
善に役立つと判断しました。インテル IT 部
門は現在、社員が所有する機器をインテル
のエンタープライズ環境に統合する試みを
積極的に進めています。

個人所有のスマートフォンを使用する
インテル社員は、2010年前半には約 3,000
人でしたが、2012年 6月末には 19,000
人に増えました。さらに 2011年になる
と、一部の社員は個人所有の Apple*コン
ピューターの使用を開始し、同年、社員が所
有する機器の利用（BYOD）構想の適用対象
は、PCにまで広げられました。インテル IT部
門は、限られた数の特定の種類のデバイス
が IT部門の厳格で直接的な管理下に置か
れる従来のクライアント・コンピューティング・
モデルから、さまざまなデバイスにシームレス
で一貫性のある体験を提供する将来のコン
ピュート・コンティニュアム（コンピューティン
グ機器の集合体）モデルへの移行を進めて
います。社員が職務に使用できるデバイスの
選択肢が増えることは、大きなビジネス価値
をもたらします。同時に、インテル IT部門は、
これらのデバイスをサポートする基礎となる
通信インフラストラクチャーを確実に管理し、
インテルの情報セキュリティーを保護する必
要性を認識しています。

ITのコンシューマー化とクラウド・コンピュー
ティングの出現は並行した過程であり、相互
依存の関係性があります。ITのコンシュー
マー化はユーザーのコンピューティング機
能の選択の幅を広げ、クラウド・コンピュー
ティングは企業の ITサービスの選択肢を増
やします。インテルは大規模なエンタープラ
イズ・プライベート・クラウドの構築を進めて

きました。現在、インテルの企業内サービス
の 80%は、このクラウド環境を通じて提供
されています。今後は、ハイブリッド・クラウド
と呼ばれる、プライベート・クラウド・サービス
とパブリック・クラウド・サービスを組み合わ
せた環境へと移行していく予定です。

クラウド・インフラストラクチャーの構築と、ク
ラウドサービスおよびアプリケーションの提
供を続けるに当たっては、常に BYOD 構想
を念頭に置いておくことが重要です。この
統合された手法は、BYODとクラウド・コン
ピューティングの両面で、インテルのビジネ
ス価値創出に貢献します。

ソリューション

BYOデバイスを含むさまざまな機器にクラウ
ドベースのサービスを提供するためのカギ
は、クラウドとクライアント間の双方向認識を
実現することです。すべてのクライアント機
器が同じ機能を搭載しているわけではありま
せん。またクラウドは、常にクライアント機器
から利用できるとは限りません。したがって、
1種類のサービス・デリバリー・モデルです
べてのニーズに対応することはできません。
サービス・デリバリー・モデルとデバイスの機
能が適合しない場合、社員の生産性とビジ
ネス機能が影響を受け、セキュリティーのリ
スクが生じ、クラウドベースのサービスとアプ
リケーション開発の投資効果が失われる可
能性があります。

インテル IT 部門は現在、クライアント機器と
クラウドの独自の強みを活かして、デバイス
の特性とユーザーの好みを自動的に判断し、
それに従ってサービスを調整できるプライ
ベート・エンタープライズ・クラウドを体系的
に構築しています。この取り組みが完了する
にはまだ数年を要しますが、必要な基盤とな
る機能を構築するための数ヶ月規模の作業
には、すでに着手しています。

図 1に示すように、インテルのインテリジェン
トなクライアント認識型クラウドでは、以下の
判断が可能になります。

http://www.intel.co.jp/itatintel
http://www.intel.co.jp/itatintel/
http://www.intel.co.jp/itatintel/
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•  このアプリケーションが最適なユーザー体
験を提供するのは、ローカルで実行した場
合か、リモートで実行した場合か。

•  このデバイス上では、どのネイティブ機能 
（衛星測位システムが提供するロケー
ション・ベース・サービスや、加速度計な
ど）が利用可能か。

•  事前に定義されたユーザーとデバイスの
プロファイルを使用して、ユーザーの好み
とデバイスのセキュリティー・アクセス・レ
ベルに合わせて、どのようにサービスをカ
スタマイズするか。

一方、クラウド認識型クライアント機器を実
現するための基盤となる機能の開発も進め
られています。例えば、クラウド認識型クライ
アント機器は、以下の判断が可能です。

•  クラウドは利用可能か。

•  このクライアント機器は現在どのような
サービスを利用できるか。

•  クライアント機器のセキュリティー・レベル
と利用可能な帯域幅。

例えば、クラウドが利用可能な場合、このデ

バイスはクラウドベースのドキュメント・レポジ
トリーに文書を保存します。しかし、クラウド
が利用可能でない場合は、デバイスは文書
をローカルに保存し、クラウドが利用可能に
なった時点で、文書をクラウドに自動的にアッ
プロードします。

また、クラウド認識型クライアントは、デバイ
ス上で効率的に実行できそうな処理をクラウ
ドからデバイスに振り分け、エンドユーザー
のサービス品質を向上させます。このような
処理として、画像および動画処理、データ圧
縮、2D/3Dグラフィックスなどが挙げられま
す。インテル® ターボ・ブースト・テクノロジー
2.0と次世代グラフィックスを搭載した第 3
世代インテル® Core ™ プロセッサー・ファミ
リーは、デバイス上でのローカルな実行に
最適な性能を発揮します。この方法でロー
カルリソースを利用すれば、データセンター
のワークロードと関連するネットワーク・トラ
フィックを削減できます。現在、これらのテク
ノロジーの評価と企業内利用モデルの確立
を目的とする概念実証を実施しています。

クライアント認識型クラウドとクラウド認識型
クライアントを導入するには、通信インフラス
トラクチャー、サービス・デリバリー・モデル、
アプリケーション開発プロセスを修正する必
要があります。

通信インフラストラクチャーの改革

複数のデバイスと OSにクラウドベースの
サービスを提供するには、ファイアウォール
制御の強化など、インテルの通信インフラス
トラクチャーに修正を加える必要があります。
こうした修正が必要なのは、それぞれの OS
が異なるセキュリティー機能を持ち、セキュ
リティーのレベルも異なるためです。さまざ
まな個人所有の機器をサポートするために、
ワークスペースやアプリケーションのコンテ
ナ、アプリケーション仮想化やデスクトップ仮
想化、リモート・ディスプレイ・テクノロジー、
HTML5、Webポータルなどのデリバリー手
法を柔軟に組み合わせて、PC、Mac*、タブ
レット、スマートフォンなど、形態の異なるデ
バイスに対してサービスを提供する通信イン
フラストラクチャーを構築しています。

こうした柔軟なサービスの提供、管理およ
び保護のために、インテルの情報セキュリ
ティー・モデル、モバイルデバイスの管理方
法、パーソナル・ワークスペース・ポータビリ
ティー機能を大幅に修正、強化しました。

図 1. インテル IT部門は、サービスデリバリー、ユーザー体験、生産性を向上させる、クラウドとクライアント機器間の双方向認識の基盤を構築しています。
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情報セキュリティー・モデル
クラウド・コンピューティングと BYODを全
面的に受け入れ、さまざまなデバイスにシー
ムレスにサービスを提供するには、セキュリ
ティーが極めて重要であることが判明しまし
た。そこで、インテルのセキュリティー・アー
キテクチャーを根本的に再設計し、異なるア
クセスレベルに対応させました。インテルの
新しいセキュリティー・モデルは、4本の柱に
基づいています。

•  IDとアクセスの管理：インテル IT部門は、
独自の総合的な信頼度計算技術を開発し
ました。これにより、セキュリティーのレベル
が異なるさまざまなデバイスをサポートでき
るようになりました。このシステムは、ユー
ザーのリスクレベルの変化に応じて、ユー
ザーのアクセス権限を動的に調整します。
例えば、社員が個人的に所有するスマート
フォンを使用する場合は、会社のノートブッ
ク PCを使用する場合に比べて、会社の情
報へのアクセスレベルは制限されます。

•  セキュリティー対策のビジネス・インテリジェンス： 
企業内サービスへのアクセスを許可され
るデバイスが増えるにつれて、検出、監視
および分析機能の強化が必要になります。
そこで、ウイルスに感染したクライアントや
サーバーに関する詳細情報を表示するダッ
シュボードを導入し、攻撃に対する迅速か
つ的確な対応能力を強化しました。さら
に、脅威に対する対応力を向上させる予測
エンジンの追加についても計画中です。

•  データの保護：作成時、保管時および転送
中のデータを保護するテクノロジーを導入
しました。企業内権限管理（ERM）ソフトウェ
アの導入対象を、約 20,000人の社員に
拡大しました。また、データ損失防止技術
を導入し、インテル社内を転送される機密
データの管理を厳格化しました。

•  インフラストラクチャー：エンタープライ
ズ・プライベート・クラウド内に安全な信頼
ゾーンを構築し、よりセキュリティー要件
が厳しい内部および外部接続アプリケー
ションの仮想化を可能にしました。その結
果、2011年にはマルウェア検出件数が
50%増加したにもかかわらず、感染件数
を30%も減らすことができました。

デバイスの管理
モバイル機器管理（MDM）ソリューションは、
BYOD環境に重要なメリットをもたらします。
MDMは、ネットワーク内のすべてのモバイル
機器のデータと構成設定を管理および保護
することで、サポートコストとビジネスリスク
を削減します。さらに、必要最小限のサービ
スセットの安全な提供にも役立ちます。

MDMソリューションの主な機能は、ソフト
ウェアの導入（パッチの適用と構成管理を含
む）、リモートからのトラブルシューティング、
リモートからのデバイスのロックとワイプ機能
です。

また、MDMソリューションは、壊れたイメージ
を正常なイメージで置き換える機能など、コ
スト効率に優れた効率的なシステム保守手
法を提供します。例えば、トレーニング・セッ
ションの始めに、インストラクターは教室内の
すべてのデバイスが正常に機能していること
を確認し、必要に応じて、機能しないデバイス
のイメージを素早く再インストールできます。

しかし、現在使用しているMDMソリュー
ションは、モバイル OSを搭載したデバイス
にのみ対応しているため、PCには別の企業
管理システムを使用する必要があります。
MDMによってインテルのリモートデバイス管
理の問題がすべて解決されるわけではありま
せん。例えば、MDMのリモートワイプ機能は、
PCなどの大型の機器には対応していません。
そこで、個人所有の PCの所有者が企業管
理システム機能の導入を受け入れない場合、
個人所有の PCを、タブレットやスマートフォン
などの一部のモバイル機器よりも低い信頼レ
ベルに位置付けることを検討しています。

ワークスペースのモビリティー
BYODデバイスをサポートしようとすると、
ユーザーがいる場所（職場、自宅、または外
出時）に関係なくどのようにデータを利用可
能にするか、さまざまなデバイス上で一貫性
のあるワークスペースをどのように提供する
か（クラウドサービスへのアクセスまたはロー
カルにインストールされたアプリケーション）
など、さまざまな課題に直面します。

よりポータブルなワークスペースをサポート
するために、インテル IT部門は、ローカルに

インストールされたアプリケーションに基づく
従来のモデルから、さまざまなデバイスにモ
ジュール型のサービスを提供するモデルへ
の移行を進めています。検討中の 1つの手
法は、ITアーキテクトが「抽出（アブストラク
ト）」と呼ぶ方法で、緊密に結合された従来
のソリューション・スタックの各レイヤーを切
り離すというものです。仮想化を利用して、
プラットフォーム、OS、アプリケーション、ユー
ザーデータ、ユーザー・プロファイルの各レイ
ヤーを別々のサービスに分割することで、抽
出された各サービスレイヤー上での個別の
ルール設定が可能となります。

この抽出のやり方により、デバイスのタイプや
ユーザーの位置などの条件に基づいて、特
定のデバイスに各サービスを提供するのが
適切かどうかを判断できます。例えば、スマー
トフォンは、連絡先リスト、スケジュール管理、
電子メールサービスにのみアクセスできま
す。タブレットについては、提供するサービス
を、手書きメモ変換および保管サービス、イン
スタント・ビデオ・コラボレーション、インス
タント・ミーティングなどの BtoBコラボレー
ション・ツールに拡大する可能性について検
討中です。

また、ワークスペースのモビリティーについて
は、クラウドベースのデータとローカルデー
タの同期をどのようにとるかという問題があ
ります。現在は、コンテンツの同期化がバッ
クアップと復元のプロセスにどのような影響
を与えるかの評価を行っています。

サービスデリバリーの改革

インテル IT 部門の目標は、社員のデバイス
の機能を活用するクラウドベースのサービス
を実現することです。この目標を達成するた
めに、インテル IT 部門は信頼できる助言者
の役割を担い、スマートフォン、タブレット、
PCなどのデバイスに関する情報を社員に提
供していく必要があります。私たちは、それぞ
れのデバイスを使って、どこで、どのように仕
事をしたいのかをよく考えるように勧めてい
ます。そして、できる限り高い生産性と最適
なユーザー体験が得られるように、各自の条
件に合わせたデバイスとOS選びについて助
言します。
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社員は、機能レベルが異なるさまざまなデバ
イスの中から、自分のデバイスを選ぶことが
できます。多様なユーザー・インターフェイス
と画面サイズを利用できるということは、デバ
イスとアプリケーションの相互作用に影響を
与えます。デバイスによっては、最低レベル
の機密性に分類されるデータに対する最小
限のセキュリティー構成を満たすために必要
な機能さえ備えていないものもあります。ま
た、特定のデータとサービスにはアクセスで
きても、その他のデータとサービスにはアク
セスできないデバイスもあります。一方で、
企業データとサービスに制限付きでアクセス
できるデバイスも、全体のごく一部ながらあり
ます。

こうした要因を考慮すると、1種類のサービ
ス・デリバリー・モデルで、すべての個人所
有のデバイスに同じサービスセットを提供

することは不可能です。また、考え得るすべ
てのコンピューティング・モデルと OSをサ
ポートすることも現実的ではありません。例
えば、インテルでは、モバイル機器のサポー
トを 5種類のモバイル OSに制限していま
す。BYODコンピューターについては、現在
は Mac*のみをサポートしており、2012 年
には Microsoft* Windows*ベースのシス
テムをサポートする予定ですが、Linux*ベー
スのシステムをサポートする予定はありま
せん。

どのデバイスからどの企業内サービスにアク
セスできるか、また特定の業務シナリオには
どのデバイスと OSが最適であるかを社員に
伝えるために、インテル IT部門は、BYODプ
ログラムに参加している社員にさまざまな情
報を提供するWebポータルを用意しました。

社員が所有するスマートフォンの利用
表 1は、社員が各自の条件に合ったデバイス
を選べるように、スマートフォンの機能を比較
したWebサイトの一部を示しています。例え
ば、ある従業員が、職務上、Wi-Fi*アクセス
とインテルのイントラネットへのアクセスなど、
クラウドベースのビジネス・アプリケーション
やインターネット・アプリケーションに頻繁に
アクセスする必要があるとしましょう。この表
を見る限り、OS #5を搭載したスマートフォン
が最適な選択肢であることが分かります。一
方、スケジュール管理と連絡先情報だけを必
要とする従業員は、サポートしているスマート
フォンのうちどれを選んでも十分です。

表 1. インテルの従業員は、ハンドヘルド機器Webポータルの情報に基づいて、スマートフォンの機能を比較できます。

機 能 OS 1 OS 2 OS 3 OS 4 OS 5

電子メール a a a
サポートされる機器によっては、 
追加のセキュリティー・ソフトウェア 
を必要とすることがあります。

スケジュール管理 a a a a a
連絡先 a a a a a
衛星測位システム（GPS） a a a a
Wi-Fi*

ホーム・ネットワークへの接続、または空港やコーヒーショップなどに設
置された公衆Wi-Fi*への接続が可能

機器によって 
異なる

機器によって 
異なる

機器によって 
異なる a a

インターネットの使いやすさ 中 機器によって 
異なる

機器によって 
異なる 最上 最上

インターネット・アプリケーション
例：地図アプリケーション、通貨換算ツールなど

中 中 中 上 最上

インテルのイントラネットの利用 一部利用可能 r r r 一部利用可能

ビジネス・アプリケーションの利用
例：インスタント・メッセージング、ブリッジ・スピード・ダイヤル機能など

多くの機能が 
利用可能 一部利用可能 一部利用可能 少数の機能が

利用可能 一部利用可能

バッテリー持続時間
スタンバイ/通話

最上 中 中 中 中

グローバルローミング機能 料金プランによって異なる

テザリング
携帯電話をノートブックPCに接続し、携帯電話を（無線データ通信カー
ドのように）モデムとして使用してインターネットに接続する機能。パ
フォーマンスは携帯電話の機種とサービス・プロバイダーのネットワー
ク通信速度によって異なります。

a 国 /サービス・プロバイダーによって異なる

a利用可能　r利用不可
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社員が所有するコンピューターの利用
社員が会社の PCを使用する場合は、オフラ
インでのデータアクセス、ネットワーク接続、
PC 上へのインテルのデータの保存、デバイ
ス上にインストールされたディスク暗号化ソ
フトウェアと管理エージェント・ソフトウェアな
ど、特定の機能を期待できます。社員が自己
所有の Mac*または PCを使用することを望

む場合も、社員には複数の選択肢が用意さ
れていますが、そうした利用には多くの代償
が伴うことも考慮する必要があります。

表 2の参加者利用モデルのマトリクスに示
すように、インテルでは、BYO Mac*/PCプ
ログラムに参加する社員に対して、デバイス
をどのように使用するかをよく考え、各自の

作業環境に最適なソリューションを選ぶよう
に奨励しています。例えば、外出が多く、デ
バイス上にインテルのデータを保存する必要
がある社員には、この表からは、自己所有の
PC 上のインテルビルド、またはタイプ 2ハイ
パーバイザーを使用したクライアント・ホスト
型デスクトップ仮想化が最適な選択肢であ
ると判断できます。一方、ほとんどオンサイト

表 2. 参加者利用モデルのマトリクス

サーバーホスト型 
デスクトップ仮想化： 

仮想アプリケーション・スイート
インテルへの 

ブラウザーベース接続

インテルの 
コーポレート・レイヤーの 

インストール
PC上の特殊ビルド

サーバーホスト型 
デスクトップ仮想化： 
クラウド内のデスクトップ
サーバーホスト型 
仮想Windows* 7 
デスクトップ

クライアント・ホスト型 
デスクトップ仮想化： 

タイプ 2ハイパーバイザー
PC上のローカル・ 
アプリケーション

セカンダリー・コンパニオン・ 
タブレット

プライマリーWindows* PC プライマリーWindows* PC プライマリーWindows* PC

最適なユースケース・シナリオ •  全画面で実行される一般的ア
プリケーションへのアクセス

•  仮想化アプリケーション間での
コピーと貼り付け

•  標準アプリケーションの使用、
高速処理が必要

•  カスタマイズ可能なデスクトッ
プが必要だが、インテルビルド
を希望しない

•  コンパニオン・タブレット・プログ
ラムとプライマリー PCプログラ
ムの両方に参加を希望

•  インテルビルドを希望しない
が、インターネットに接続しない
状態でインテルのデータとアプ
リケーションにアクセスする必
要がある

プライマリーPCとコンパニオン・
タブレットの両方のBYOプログ
ラムに参加する社員向け

a r a r

外出が多いが、低帯域幅でしか
接続できない 中 最上 非推奨 上

通常は構内または自宅で 
ブロードバンド接続を使用して
仕事をする

上 最上 上 中

仕事で頻繁にリッチメディア・ 
アプリケーションを使用する 
（ビデオ電話、3Dグラフィックス、
Webベース・トレーニング）

非推奨

オフラインでのアクセス r a r a
ネットワーク接続 •  オンサイト：社員向け無線 LAN

スポット

•  オフサイト：各自で契約したブ
ロードバンド・サービス

•  オンサイト：インテルのネット
ワークへの直接接続

•  オフサイト：各自で契約したブ
ロードバンド・サービスとVPN

•  オンサイト：社員向け無線 LAN
スポット

•  オフサイト：各自で契約したブ
ロードバンド・サービス

•  オンサイト：社員向け無線 LAN
スポット

•  オフサイト：各自で契約したブ
ロードバンド・サービスとVPN

デバイス上へのインテルの 
データの保存 r a r a
デバイス上にインストールされた
ディスク暗号化ソフトウェア r a r r

デバイス上にインストールされた
管理エージェント・ソフトウェア

対応。IRSデータに定期的にアク
セスし、データを操作する場合は、
特定のモバイル機器管理（MDM）
ソリューションのインストールが
必要

対応。特定のMDMソリューション
のインストールが必要

r r

利 点 アプリケーションに素早くアクセス
でき、時々使用するのに便利

現在の標準 PC製品とほぼ同じだ
が、個人所有のPCであり、最高速
のネットワーク通信速度で利用で
きる

PCの ITコストを削減可能。PC
上に何もインストールされない

社員の PCビルドは改変されず、
インテルの環境はシステム上でア
プリケーションと同じように動作
する

欠 点 標準アプリケーションしか利用で
きない

若干の ITアプリケーションが PC
上にインストールされる

アプリケーション性能が低下する
ことがある

大容量ハードディスクが必要

a利用可能　r利用不可

http://www.intel.co.jp/itatintel


Bring-Your-Own（社員が所有する機器の利用）環境でのクラウドベース・サービスの提供    IT@Intelホワイトペーパー

7www.intel.co.jp/itatintel

で仕事をし、標準アプリケーションに素早く
アクセスできるコンパニオン・デバイスだけを
必要とする社員は、個人所有のタブレットで
も十分です。

アプリケーション開発の改革

クラウドベースの Software as a Service
（SaaS）ソリューションの数が増え、多く
のビジネス問題が解決されるようになると、
インテルの重要なビジネスデータが複数の
垂直的ソリューションによってフラグメントさ
れる傾向が強まります。この問題を防ぐた
め、インテル IT 部門では、従来のソフトウェ
ア開発手法に従ったエンタープライズ・アプ
リケーションを迅速な開発が求められる多
くの新しい機能から切り離すことを可能にす
る、データおよびアプリケーション仮想化フ
レームワークの導入を進めています。これに
より、既存のエンタープライズ・データおよび
アプリケーションの機能を組み合わせて、新
しい機能と統合することで、クラウドベース
の Assemble-To-Order（ATO）ソリュー
ションを作成できます。

ITのコンシューマー化の普及は急速に進
み、現在ではインテルの社員の 4 人に 1 人
がスマートフォンを使用しています。インテル
IT 部門は、新しい仮想化フレームワークを
使用して、画面が小さく機能が限定された
モバイル機器上で使いやすいように設計さ
れた、さまざまなビジネス・アプリケーション
を提供しています。約 28 種類のアプリケー
ションが開発工程に入っており、オンライン・
ナビゲーション、企業ポータル、シャトル /会
議室予約、ブリッジ・スピード・ダイヤル機能、
コラボレーション /セールスフォース生産性
ツールの 7 種類のアプリケーションは、すで
に実際に稼動しています。

新しい Assemble-To-Orderアプリケー
ション仮想化フレームワークにより、すべての
ビジネスサービス、データサービス、セキュ
リティー・サービスを1つの HTML5ソリュー
ションに統合し、わずか数週間で、7 種類の
アプリケーションのうち 6 種類を複数のモバ
イル OSに提供することができました。

まとめ

ITのコンシューマー化とクラウド・コンピュー
ティングの出現は並行した過程であり、相互
依存の関係性があります。ITのコンシュー
マー化はユーザーのコンピューティング機
能の選択の幅を広げ、クラウド・コンピュー
ティングは企業の ITサービスの選択肢を増
やします。インテル IT部門は、クラウド・コン
ピューティングへの取り組みと BYOD構想
を統合して、インテルのビジネス価値を創出
していきます。

多様なユーザー・インターフェイスと画面サ
イズを利用できるということは、デバイスとア
プリケーションの相互作用に影響を与えま
す。これは、デバイスが搭載しているセキュリ
ティー機能とパフォーマンス機能がそれぞれ
異なるためです。したがって、クラウドベース
のサービスの開発と提供では、1種類の手
法によってすべてのニーズに対応することは
できません。そこで、インテル IT部門では、ク
ライアント認識型クラウドとクラウド認識型ク
ライアントの基盤となる機能の構築を進めて
います。

クライアント認識型クラウドは、位置や使い方
などの条件を考慮して、特定の状況における
特定のデバイスのセキュリティー・レベルとパ
フォーマンス機能に応じたサービスを提供で
きます。一方、クラウド認識型クライアントは、
クラウドが利用可能かどうかを判断し、利用
可能な帯域幅などの情報も考慮に入れて、
クライアントの動作を調整します。

このビジョンを実現するために、インテル
IT 部門は、インテルの通信インフラストラ
クチャーの改革に取り組み、情報セキュリ
ティー・モデルの再設計、モバイル機器管理
プラクティスの改善、パーソナル・ワークス
ペース・ポータビリティー機能の強化などを
進めています。また、信頼できる助言者とし
て、BYODの選択についての情報をインテル
社員に提供し、クラウドベースのサービスを
上手に利用して生産性を上げられるデバイ
ス選びを手助けしています。さらに、新しい
仮想化フレームワークを使用して、画面が小

さく、機能が限定されたモバイル機器上でも
使いやすいように設計された、さまざまなビ
ジネス・アプリケーションを提供しています。

こうした方法を通じて、デバイスの特性とユー
ザーの好みを自動的に判断し、BYOデバイ
スを含むさまざまなデバイスに最適なサービ
スを提供できるプライベート・エンタープライ
ズ・クラウドの体系的な構築に取り組んでい
ます。
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